
 

 

 

 

 

 

 

 

粉末極点データと配向極点データの極点図の配合によるｒａｎｄｏｍ評価２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０９月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 前回、反射測定極点図の粉末試料と配向試料（アルミニウムＨ材）とを混合させ、ｒａｎｄｏｍ評価を 

   行ったが、規格化を反射領域のみで行った極点図で行っていた。 

   これでは正確な混合比率にならないため、粉末データを自身によるｄｅｆｏｃｕｓ補正、 

   配向データのｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い、双方をＯＤＦ解析を行い、再計算極点図を得て、 

   再計算極点図から反射極点図を作成し混合してｒａｎｄｏｍ評価を行ってみます。 
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ｄｅｆｏｃｕｓ曲線 

 

 

粉末極点図データ処理後極点図 

 

配向極点図データ処理後極点図 

 

 

 

 



ODF解析後の完全極点図 
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完全極点図―＞反射極点図 
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配向―粉末５０％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末５０％を配向データに加算 

 

 

  

LaboTex      MTEX（halfwidth=5deg） 

 

粉末極点図領域 

Max値は切り捨て表示 



配向―粉末１０％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末１０％を配向データに加算 

 

  

 

LaboTex      MTEX（halfwidth=5deg） 

  



配向―粉末５％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末５％を配向データに加算 

 

  

 

LaboTex      MTEX（halfwidth=5deg） 

  



配向―粉末２％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末２％を配向データに加算 

 

 

 

LaboTex      MTEX（halfwidth=5deg） 

  



配向―粉末１％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末１％を配向データに加算 

 

 

 

LaboTex      MTEX（halfwidth=5deg） 

  



ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ方位密度１．０以下の比較 

ＯＤＦではｇｈｏｓｔが常に問題になります。このｇｈｏｓｔは１．０以下を観察することで明らかになります。 

配向―粉末５０％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末５０％を配向データに加算比較 

ＬａｂｏＴｅｘ      ＭＴＥＸ 

  

ＬａｂｏＴｅｘの緑色あたりがｒａｎｄｏｍであるが、ＭＴＥＸではその部分にｇｈｏｓｔが発生しています。 

このｇｈｏｓｔは規則的であり、方位作成時、ピークの裾野の延長と考えられる。 

 

配向―粉末９０％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末１０％を配向データに加算比較 

  

ｒａｎｄｏｍはブルーの当たり    ｇｈｏｓｔである緑色が多く出現しています。 

 



配向―粉末９５％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末５％を配向データに加算比較 

ＬａｂｏＴｅｘ      ＭＴＥＸ 

  

ｒａｎｄｏｍはブルーのあたり    緑色のｇｈｏｓｔが目立つ 

 

配向―粉末９８％のｒａｎｄｏｍ定量 粉末２％を配向データに加算比較 

  

       ｇｈｏｓｔが目立つ 

 

 

 

 



まとめ 

 ＸＲＤ極点図からｒａｎｄｏｍの定量を行うにはＯＤＦ解析結果の方位密度１．０以下を調べることで 

   得られるが、ＭＴＥＸよりＬａｂｏＴｅｘ結果が判断しやすい。 

   ＭＴＥＸではｇｈｏｓｔ対策が弱いと考えられます。 

   ただし、実際の解析では、正確バックグランド測定が重要であり、極点処理において 

   バックグランドを観察し、必要なら修正を行い、ｄｅｆｏｃｕｓの判断をするＲｐ％を最適化した結果が 

   必要になります。 

   正確な極点処理が得られれば、ＯＤＦ解析、ｒａｎｄｏｍ定量では判断なしに得られます。 

   今回の結果から、正確な極点処理が行われていれば、ＬａｂｏＴｅｘの結果から１％の定量が 

   可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


